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 第 47 回 幹事会 議事録(案) 

日 時：令和 5 年（2023 年）6 月 14 日（水）18 時 00 分～20 時 00 分 

会 場：社会福祉センター903 会議室、Zoom（TV 会議）併用 

参 加 者（10 名）：立花、堀田、今村、沼上、古市、神川（会場 6 名） 

斎藤、岸田、小倉、福田（Zoom4 名） 

欠席：山田、野島、高橋、大串、西村（5 名） 

オブザーバー：なし 

     担当者：議長・小倉、議事録・神川              【敬称略、以下同様】 

◆主要予定議題：① 自治体主催住宅地盤市民相談会（川崎市、西区、港北区、横浜市） 

        ② 総務委員会計画、技術委員会計画、宅地地盤相談室計画 

③ 神奈川支部市民相談対応状況 

【確認事項】 

１． 第 46 回幹事会議事録（案）： 一旦保留し、次回幹事会までに各自でメールチェックとなった。 

 

【報告／審議事項】  

２．判定士会本部の動向     

1）本部幹事会（5/11）議事録   ：立花【資料 47-2①②③】 

・中村監事が都合により退任（交代） 

 ・定時社員総会開催（6/21） 

・定款及び細則の変更 アナログからデジタルへの変更等。 

・技術委員会の委員長が中岡判定士から門田判定士に交代する。 

・請求書の電子保存に伴いナンバリング等が変わる。委託業務の管理書類の管理帳票は神奈川

支部の方式を全国で採用する。すでにセキュアサンバにアップ済みである。 

・判定士位置づけ検討ワーキング上申書が出された。また「会費徴収のロードマップ」を定め              

るにあたり3つの案が提示され、今後の継続課題となった。 

2) 支部活動報告（5/11)    ：立花【資料 47-3】 

  原案通り報告・了承された。 

  

３．神奈川支部関連              

1）総務委員会活動報告 （主に自治体主催住宅地盤市民相談会関係）  

 ①本年度実施計画     ：福田【資料 47-4】 

   ・相談会の役割分担、他団体開拓、チラシの改訂・更新、相談員等の増員。 

    ・主要スケジュールの説明があった。横浜市栄区からも相談が来ているが具体的に

はなっていない。 

  ②横浜市西区       ：福田【資料 47-5】 

   6 月 18・19 日に開催。 
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  ③横浜市建築局      ：福田【資料 47-6】 

   ・7 月 27・28・29 日に開催予定。相談員 3 名以外に運営も募集する。 

   ・11 月にも木金土の 3 日間の開催ができないかとの相談が入っている。平日は厳し

いとの意見が出た。全ての相談会について登録相談員の幹事を対象に、あらかじ

めスケジュール表を作ることとなった。 

・個人情報保護の定めに関する神奈川支部の対応について質問が市から来ている。

支部長から以下の回答があった。支部としての決まりはないが、判定士の資格要

件として倫理綱領があり、相談員として登録するにあたっては相談員研修を行う

2 段構えになっている。また、判定士会としてセキュリティ対応の基本方針と対

応をきちんとしておく必要があるので、本部に対してもこういう要請がきている

ことを伝え、判定士会全体の課題として提案したい。 

  ④港北区役所       ：福田【資料 47-4】  

    9 月 13 日、12 月 8 日の予定。 

  ⑤川崎市まちづくり局   ：福田【資料 47-4】 

   ・当初予定の 7 月の川崎市の職員向け講習会は 8 月に変更となった。 

   ・8 月 26 日麻生区、10 月 21 日宮前区、11 月 9 日多摩区、11 月 26 日高津区の予定。 

  ⑥その他：チラシをぼうさいこくたいまでに改定してもらいたいとの要請があった。 

     相談員の活動時間を午前あるいは午後だけにできないかとの意見が出た。 

 

2）技術委員会活動報告       

・7 月中をめどに技術委員会を開きたい。          ：小倉【口頭説明】  

・ヨコハマ市民まち普請事業の第一次提案書が説明された。   ：小倉【資料 47-7】  

・活用イメージ図こども遊び場案が示された。        ：小倉【資料 47-8】 

・ＬＲＲＩ（エルリ）の 3 周年記念フォーラムについて説明があった。：岸田【資料 47-9】 

・補足として、支部長より、ヨコハマ市民まち普請事業について横浜市に出された提案の

一次審査が 7 月中旬にあること、実施場所のブルーベリーの丘が土砂災害特別警戒区域

（レッドゾーン）にあることに懸念が出ている等の説明があった。 

 

3）宅地地盤相談室  

  ①宅地地盤相談室報告     ：立花【資料 47-10】 

   ・今年度は、4 月は 12 件、5 月は 12 件、6 月は 14 日までで 11 件と順調。 

・22 年度は 129 件、内訳は相談会 8 件、81 組の相談があった。 

   ・横浜市との覚書に基づく緊急対応として 6 月 2-3 日の大雨で 4 件の依頼が来ている。 

    このうち保土ヶ谷区の件は日程・担当者未定。 

  ②第 3 回事例勉強会            ：堀田【資料 47-10】 

    6 月 25 日日曜日の 15 時から 17 時まで Zoom で行う。 

  ③第 4 回事例勉強会 日時未定。：      ：堀田【資料 47-10】 

  ④相談員マニュアルのバージョンアップ   ：立花【資料 47-10】 

   ・4 月 30 日付で改訂版（Ver2.1）を発信済み。 
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・東北支部でマニュアルを作成するにあたり、原稿提供依頼があったので、神奈川支部の 

 オリジナルであることを明示することを条件に応じることとした。 

  ⑤その他     ：立花【資料 47-10】 

・相談員が選任されてからのキャンセルが 2 件、4 月のゼロ次相談で相談者からの応答 

がないものが 5 件発生した。 

  ・勉強会の参加者を増やせないかとの提案があった。支部長より、基本的には賛成だが、

個人情報を扱うため、慎重に進めたいとの回答があった。 

4)支部事務局        

  ・幹事会運営の輪番担当案の説明。    ：今村【資料 47-11】 

  ・支部幹事のメーリングリストの活用をしてほしい。    ：今村【資料 47-11】 

  ・現在の支部会員は 80 名で、現在募集中なので増える見込み。 

  ・事務局会計報告      ：今村【資料 47-12】 

   6 月 5 日現在での会計報告が行われた。 

 

 

5）その他 

・ぼうさいこくたい 2023      ：立花【資料 47-13①②③】 

   今週の頭に主催者より「出展審査結果通知書」が届き、第3希望の「ポスターセッション＋

イグナイトステージ」が割り当てられた。6月15日に出展説明会が行われる。 

  ・第3回技術者講座(主催：土研センター・ＬＲＲＩ)      ：立花・岸田【口頭説明】 

      水戸市で行われた。支部長が90分講演した。参加者は60名ほどであった。 

 

・総会報告     ：福田【資料 47-14】 

総会には支部会員 80 名のうち、会場出席者 29 名、委任状出席者 18 名で出席者計 47 名であ

った。釜井先生の講演会の質疑を簡潔に追記の予定。 

・地盤品質判定士会のリーフレットが更新中で、試作品を見ながら様々な意見が出された。 

 

【その他】  

・次回幹事会 2023 年 8 月 16 日（水）  担当者：議長・神川／議事録・小倉 予定 
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＜第 47 回幹事会資料リスト＞  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上（神川 記） 

 


